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先月の振り返り: 12月のドル円相場は138円前半～130円半ばで推移。月初は良好な米経済指標発表
に支えられ堅調に推移する中、米消費者物価指数が市場予想を下回りドル売りで反応したものの、
米FOMCで利上げ決定後には下げ幅分を解消する動き。ところが20日の日銀金融政策決定会合で長期
金利の許容変動幅の上限を0.5％程度に引き上げると発表したことが事実上の利上げと受け止められ
たことで大幅な円買いが進み、ドル円は約4カ月ぶりの130円台半ばとなった。月後半にかけて中国

が感染対策における入国規制を年明けから緩和する方針と報じられたことでリスク選好が進みドル

円は134円台半ばまで回復してきたが、中国国内で新型コロナ感染拡大懸念が取り沙汰されリスク回

避の動きでドル売りが進み、再び130円台半ばとなった。
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EXTRA VISION

　日銀金融政策決定会合

　米ＧＤＰ速報値

　個人消費支出

今後の展開: 新年早々薄商いの中、一時130円を割り込んだドル円相場。米FRBの利上

げ打ち止め観測や日銀による更なる金融緩和の修正観測が取り沙汰され、日米金利差

縮小を織り込んだ動きが広がりを見せている。大局は円買いドル売りの動きになって

いきそうだが、パウエル米FRB議長が利上げは終了に近づいておらず今後も利上げを

継続する姿勢を示し金融市場をけん制していることから、短期的にドル買いが進むこ

とも想定しておきたいところだ。

　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）

　欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金利
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